
日本の協力で建設された学校。校舎の日の丸はミン
ダナオとのきずなの証しでもある

和平の枠組み合意署名に立ち会うアキノ大統領（後列右）とム
ラド議長（同左）

　
　
　
　
　
　
　

　「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
。
で
も
、
こ

こ
か
ら
が
さ
ら
に
厳
し
い
道
の
り
だ
」

　
２
０
１
２
年
10
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

首
都
マ
ニ
ラ
で
、
歴
史
的
な
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
た
。
証
人
と
な
っ
た
の
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
大

統
領
と
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
西
部
を
拠

点
と
す
る
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線

（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の
ア
ル
・
ハ
ジ
・
ム
ラ

ド
議
長
。
30
年
近
く
の
時
を
経
て
、
こ

の
日
、
つ
い
に
対
立
し
て
い
た
両
者
の

間
で
和
平
の
枠
組
み
合
意
が
結
ば
れ
た

の
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
イ
ス
ラ
ム
系
反

政
府
組
織
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
対
立
が
続
い
て

き
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
西
部
の
紛
争
影

響
地
域
。
一
面
に
広
が
る
田
園
風
景
、

バ
ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
、
地
下
に

眠
る
天
然
資
源
…
。
首
都
の
あ
る
ル
ソ

ン
島
に
次
い
で
二
番
目
に
大
き
な
こ
の

島
は
、
開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
の
貧
困
層

の
４
割
が
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
現
実
―
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

長
年
、こ
の
島
で
続
い
て
き
た
〝
紛
争
〞

だ
。

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
し
ば
し
ば
銃
声

や
爆
撃
音
が
響
く
日
々
。
03
年
に
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｆ
と
政
府
の
間
で
停
戦
合
意
が
結
ば

れ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
情
勢
は
安
定
し

な
い
。
住
居
、
学
校
、
保
健
所
、
水
道
、

電
気
な
ど
、
日
々
の
生
活
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。

　
一
日
も
早
く
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
平
和

を
取
り
戻
し
た
い
―
。
国
際
社
会
も
現

地
の
人
々
と
思
い
を
共
有
し
、
こ
の
土

地
の
平
和
構
築
に
力
を
注
い
で
き
た
。

長
年
紛
争
が
続
く

土
地
の
人
々
を
救
う
た
め
に

　
和
平
へ
の
道
の
り
が
見
え
な
い
中

で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
し
た
の
は
〝
現

場
主
義
〞だ
。
情
勢
が
安
定
せ
ず
と
も
、

こ
の
10
年
、
現
地
に
は
常
に
人
々
と
寄

り
添
う
日
本
人
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
円
借
款

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
技
術
協
力
に

よ
る
人
材
育
成
だ
。
03
年
か
ら
始
ま
っ

た
円
借
款
で
は
、
世
界
銀
行
と
の
協
調

融
資
に
よ
り
、
学
校
、
保
健
所
、
給
水

施
設
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
直
結
す
る

小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
。
対
象
は
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
域
内
の
３

６
０
カ
村
。
国
際
社
会
の
支
援
が
入
ら

ず
、
文
字
通
り
〝
取
り
残
さ
れ
た
〞
地

域
も
あ
っ
た
。「
長
年
の
紛
争
、
貧
困

で
疲
弊
し
た
住
民
が
、
主
体
的
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
事
業
に
か
か
わ
る
こ
と
で
自
信

を
取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

特集 国際協力のいま
日本の生きる道

り
ま
し
た
」
と
、
事
業
の
立
ち
上
げ
を

担
当
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
南
ア
ジ
ア
・
大

洋
州
部
の
馬
場
隆
さ
ん
は
話
す
。
馬
場

さ
ん
自
身
も
何
度
も
村
に
足
を
運
び
、

住
民
た
ち
と
直
に
話
を
し
た
と
い
う
。

「
こ
こ
ま
で
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
形
で

実
施
し
た
円
借
款
は
、
そ
れ
ま
で
例
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
さ
ら
に
06
年
か
ら
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

の
停
戦
監
視
な
ど
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
派
遣
。
日
本
は
唯

一
の
非
イ
ス
ラ
ム
圏
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
現
地
の
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、

草
の
根
レ
ベ
ル
の
支
援
に
力
を
発
揮
し

て
い
る
。「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
常
に
現

場
に
身
を
置
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や

住
民
に
直
結
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
支
援
を
よ
り
現
実
に

即
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
Ｉ
Ｍ
Ｔ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
基
盤
開
発
部
の
落
合
直

之
さ
ん
は
話
す
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
は
ミ
ン
ダ

ナ
オ
支
援
を
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
の

枠
組
み
で
行
う
べ
く
、「
日
本
・
バ
ン

サ
モ
ロ
復
興
開
発
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｊ

―
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
）」
を
立
ち
上
げ
た
。〝
バ

ン
サ
モ
ロ
〞
と
は
、
現
地
語
で
〝
ミ
ン

ダ
ナ
オ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
国
〞
と
い

う
意
味
。
２
０
１
６
年
に
新
設
さ
れ
る

自
治
政
府
の
名
称
で
も
あ
る
。

　
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

の
下
部
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
バ
ン

サ
モ
ロ
開
発
庁
（
Ｂ
Ｄ
Ａ
）
を
対
象
と

し
た
支
援
に
も
着
手
し
て
い
る
。「
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
正
式
に
認
証
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
バ
ン
サ
モ

ロ
自
治
地
域
の
開
発
を
一
手
に
担
う
組

織
。
和
平
合
意
前
の
段
階
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ａ

と
共
同
事
業
を
行
う
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
へ
の
平
和
の
配
当
、Ｂ
Ｄ
Ａ

自
身
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
し
た
」
と
落
合
さ
ん
。
07
年
か
ら
は

Ｂ
Ｄ
Ａ
と
共
同
で
３
０
０
０
カ
所
以
上

の
村
で
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。「
和

平
合
意
が
結
ば
れ
る
前
か
ら
の
支
援

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
も
初
め
て
で

大
き
な
挑
戦
で
し
た
」
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
部
で
ミ
ン
ダ
ナ

オ
紛
争
影
響
地
域
支
援
を
担
当
す
る
加

瀬
晴
子
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
、
日
本
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
ア
ク
タ
ー
の
一
つ
。

02
年
、
小
泉
純
一
郎
首
相
（
当
時
）
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
ま

ず
は
、
島
西
部
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

の
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域

（
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
）
へ
の
支
援
を
開
始
し
た
。

い
ち
早
く
現
場
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
支
援

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

人
々
と
寄
り
添
う

〝
隣
人
〞
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
ミ
ン

ダ
ナ
オ
で
も
、
多
く
の
人
々
が
日
本
に

対
し
て
多
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
日
本
の
平
和
と
規
律
、
サ
ム
ラ
イ
魂

に
学
び
た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
し
か
で
き
な
い
支
援
が
こ

こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
」
と
落

合
さ
ん
は
強
調
す
る
。
２
０
１
６
年
の

新
自
治
政
府
成
立
に
向
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
Ｂ
Ｄ
Ａ
と
共
に
平
和
の
定
着
へ
の

あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
る
。

平和を構築する

ミンダナオの平和を願う

フィリピ ン

from PHILIPPINES

長年にわたり、政府と反政府組織による対立が
続いてきたフィリピン南部のミンダナオ島南西部。
戦渦を縫って、JICAが現場に入って10年―。
現地の人 と々共に描いてきた軌跡が
平和構築の道へとつながりつつある。

政府と反政府組織の紛争の影響で破壊された学校。人々の
生活に直結するインフラ整備が進められている

ミンダナオの田園風景。住民の大半が
農業に従事しているこの土地では、人々
の生計向上につながる支援が必要だ

コミュニティーでのニーズ調査。一人一人
の声が効果的な開発のカギとなる

ミンダナオ島

マニラ
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